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表出行動の分析に基づく知的障害児の興味・関心を捉える方法の検討 
 
 
特別支援教育分野（18220911）石 澤 康 至 
 
本研究では，有意語が未獲得である知的障害児を対象に，表出行動の分析から興味・関
心を的確に捉える方法を検討することを目的とした。作成したカテゴリー表に基づき表出
行動を分類し，課題提示後 10 秒間において 1 秒間隔のインターバル分析を実施すること
で，教材・教具提示時の表出行動の精査が可能となった。結果，興味・関心のある教材・教
具提示時に共通した表出行動との比較から，他の教材・教具への興味・関心の有無を検証
でき，興味・関心を捉える方法として適切であることが示唆された。 
 
［キーワード］ 知的障害児，興味・関心，表出行動，カテゴリー表 
 
１ 問題と目的 
文部科学省(2018)は，「児童生徒の興味・関心を
生かした自主的，自発的な学習が促されるよう，
教育課程の実施上の工夫を行うこと」を示してお
り，児童生徒の学習活動に対する興味・関心は，
教育活動を実践していく上で重要な力である。 
しかし，伊藤・菅野ら(2007)は，特別支援学校
では重度知的障害児の余暇支援における課題に
「興味・関心を見つけること」との回答が多いこ
とを指摘した。有意語が未獲得である場合，言葉
による気持ちや要求表現が難しいことから，授業
者間で児童生徒の興味・関心を的確に捉え，共通
理解することは容易ではない。さらに，知的障害
児の興味・関心は重要として実践を進めている論
文(例えば，高畑・坂本，2004)は散見されるもの
の，興味・関心を捉えることを目的とした実践研
究は見当たらず，この対応が喫緊の課題と言える。 
ところで，深見(1988)は，保育者が幼児の興味
を判断する場合の観点として，非意識的－非言語
的行動カテゴリー(視線方向，顔面方向，姿勢，腕
の動き，指の動き，口の状態，瞬き)を示した。ま
た，蘆田・石倉(2015)は，重症心身障害児の視線
や目の動き，微笑みなどの行動を分析し，その意
思や感情を推察する「重症児のカテゴリー表」を
作成し，その活用が重症心身障害児の意思や感情
の理解に効果があることを指摘した。これらは知
的障害児が対象ではないものの，有意語が未獲得
な状況という点で，本研究の対象とする臨床像と
類似している。それゆえ，これらの先行研究を参
考に，有意語が未獲得である知的障害児向けのカ
テゴリー表を作成，活用することで興味・関心を
捉える方法を検討できると考える。 
以上のことから，本研究では，有意語が未獲得
である知的障害児に対し，興味・関心のある場合
に表出する行動を的確に捉えることができるカテ
ゴリー表を作成することで，興味・関心を捉える
方法を検討することを目的とする。 
なお，カテゴリー表の活用にあたり，「児童生徒
の学習意欲を喚起し自主的，自発的な学習を促す
ために児童生徒の興味・関心を生かした学習指導
を展開すること」(文部科学省，2018)を踏まえ，
日々の授業づくりに活かすことができるよう，分
析場面を抽出し，事例的検討を試みることとする。 
 
２ 方法 
(1)対象児 
対象児は，Ａ県立Ｂ特別支援学校に在籍する小
学部２年の男児(以下，Ｔ児)である。 
(2)期間 
20XX年 11月に 20分間のセッション(以下，Ｓ)
で６回の指導を行う。 
(3)準備 
①カテゴリー表の作成 
カテゴリーとして分類する行動の項目(以下，
行動項目)は，深見(1988)が示した，視線方向，
顔面方向，姿勢，腕の動き，指の動き，口の状
態，瞬き，の観点に，蘆田・石倉(2015)が用いた
目の動き(注視，追視，視線の変化，瞼開閉)，表
情等(微笑，微笑以外)，発声，手の活動(リーチ
ング・ポインテイング，接触・操作)，姿勢・運
動(接近・接触，身体の一部の動き)，の観点を合
わせて仮設定した。複数の知的障害児に対して仮
設定した行動項目に基づく行動観察を行い，表出
の多いものを精選し，「ａ．顔を向ける」，「ｂ．
視線を向ける」，「ｃ．口角を上げる」，「ｄ．声を
出す」，「ｅ．身を乗り出す」，「ｆ．指を差す」，
「ｇ．手を伸ばす」の７つを行動項目として設定
した。それぞれの行動項目について，カテゴリー
表記入者が，共通理解し行動観察を進めることが
できるよう次の表のように定義付けした(表１)。 
表１ 行動項目の定義付け 
対象物に向けて手が伸びる。
行動項目の定義行動項目
b．視線を向ける
c．口角を上げる
d．声を出す
e．身を乗り出す
f．指を差す
g．手を伸ばす
対象物の方向に顔の正面が向く。a．顔を向ける
対象物の方向に視線が向く。
提示前に比べて口の端や頬が上がる。（発声なし）
発声がある。
提示前に比べて対象物に向かって体が前傾になる。
差した指が対象物の方を向く。
 
カテゴリー表は行動項目ごとに，10秒間を１秒
間隔のインターバルに分けたブロックを設け，分
析対象とする行動が表出したインターバルのブロ
ックをマーキングできる表とした。 
②教材・教具の選定 
Ｔ児の行動観察や担任からの聞き取りを行い，
Ｔ児が余暇の時間に自分から手にするものや積極
的に取り組む活動などから，興味・関心のある教
材・教具Ｄと教材・教具Ｅを準備した。また，Ｔ
児が余暇の時間や学習に使用しないものから，興
味・関心の有無が不明な教材・教具Ｆを準備した。 
③分析場面の抽出 
教材・教具がＴ児の視界に入り，周囲の環境の
影響を受けにくい，提示から 10 秒間を分析対象
場面として抽出した。 
(4)手続き 
作成したカテゴリー表を活用し，指導を行う。 
検査者は，児童用机を教室の壁に向けて置き，
壁と児童用机の間に入って，Ｔ児と対面して座る。
Ｔ児が着席後，学習の始まりを伝え，教材・教具
を提示する。検査者は，教材・教具をＴ児の机の
正面に提示する。３秒間の視覚のみの提示を行っ
た後，説明を行い計 10 秒間の提示を行う。10 秒
間の提示後，教材・教具をＴ児に渡し学習の開始
を伝える。同様の手続きで，前半の３回の指導で，
教材・教具Ｄについて S1，S2，S3，教材・教具Ｅ
について S4，S5，S6，を行う。後半の３回の指導
で，教材・教具Ｆについて S7，S8，S9，を行う。 
(5)記録と分析 
ビデオ記録は２台を使って行う。１台はＴ児の
正面から視線や顔の部位の動きを記録する。もう
１台はＴ児の右斜め前方から手や上肢の動きと検
査者の提示の様子を記録する。ビデオ録画時は画
面上に撮影時刻が記録されるよう設定する。 
カテゴリー表への記入はビデオを再生し検査者
と学習場面を見ていない特別支援教育を学ぶ大学
生の２名で行う。視聴は同時に行うがそれぞれの
記入内容が見えないようにし，カテゴリー表への
記入を行う。ビデオ再生時は教材・教具提示開始
時を起点としてカウントし，行動が表出したブロ
ックをマーキングする。２名が記入したカテゴリ
ー表を照合し，マーキングしたブロックが一致し
た行動を表出行動とする。 
表出行動について，教材・教具Ｄ及び教材・教
具Ｅ提示時に共通して表出した行動が，Ｔ児の興
味・関心のある場合に表出する行動であると捉え
る。また，教材・教具Ｆ提示時に表出した行動を，
Ｔ児の興味・関心のある場合に表出する行動と比
較，分析し，教材・教具Ｆに対するＴ児の興味・
関心の有無を検証することで，興味・関心を捉え
る方法として適切であるか分析する。 
(6)倫理的配慮 
ビデオ撮影，分析結果の取り扱いについて，事
前に保護者に対して文書で説明を行い，同意書の
提出による同意を得た。 
 
３ 結果 
(1)教材・教具Ｄ提示時の表出行動 
表に，S1で行動が表出したブロックを「〇」で
示した。S2で行動が表出したブロックを左下がり
斜線，S3で行動が表出したブロックを右下がり斜
線，S2 と S3 に共通して行動が表出したブロック
を交差する斜線で示した(表２)。 
表２ 教材・教具Ｄ提示時の表出行動 
(秒)
a
b
c
d
e
f
g
※ 1
※ 2
※ 3
9 10
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
0 1 2 3 4 5 6 7 8
〇
〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
行動項目は表1のアルファベットに準じて表記
S1で行動が表出したブロックは「〇」を記入
　 はS2とS3で表出，　 はS2で表出，　 はS3で表出
〇
 
３回のＳに共通して０秒－１秒のブロックから
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「ａ．顔を向ける」，「ｂ．視線を向ける」が表出
し，その後，ほとんどのブロックで表出した。 
 S1 と S2 で２秒－３秒のブロックから「ｃ．口
角を上げる」が表出し，その後，数ブロック続け
て表出した。 
S2で３秒－４秒のブロックから，S3で２秒－３
秒のブロックから，それぞれ「ｅ．身を乗り出す」，
「ｆ．指を差す」が表出し，その後，複数ブロッ
クで繰り返し表出した。 
S1では，Ｔ児が，学習の進め方をうかがう姿が
見られた。 
(2)教材・教具Ｅ提示時の表出行動 
表に，S4で行動が表出したブロックを「〇」で
示した。S5で行動が表出したブロックを左下がり
斜線，S6で行動が表出したブロックを右下がり斜
線，S5 と S6 に共通して行動が表出したブロック
を交差する斜線で示した(表３)。 
表３ 教材・教具Ｅ提示時の表出行動 
(秒)
a
b
c
d
e
f
g
※ 1
※ 2
※ 3
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇
〇
〇
行動項目は表1のアルファベットに準じて表記
S4で行動が表出したブロックは「〇」を記入
　 はS5とS6で表出，　 はS5で表出，　 はS6で表出  
３回のＳに共通して０秒－１秒のブロックから
「ａ．顔を向ける」，「ｂ．視線を向ける」が表出
し，その後，ほとんどのブロックで表出した。 
S5で３秒－４秒のブロックから，S6で２秒－３
秒のブロックから，それぞれ「ｅ．身を乗り出す」，
「ｆ．指を差す」が表出し，その後，複数ブロッ
クで繰り返し表出した。 
S4では，Ｔ児が，学習の進め方をうかがう姿が
見られた。 
(3)共通した表出行動 
教材・教具Ｄ及び教材・教具Ｅ提示時に共通し
た表出行動について以下に述べる。 
全てのＳで，０秒－１秒のブロックから「ａ．
顔を向ける」，「ｂ．視線を向ける」が表出し，そ
の後，ほとんどのブロックで表出した。 
また，３分の２のＳにおいて，２秒－３秒のブ
ロックもしくは３秒－４秒のブロックから「ｅ．
身を乗り出す」，「ｆ．指を差す」が表出し，その
後，複数ブロックで繰り返し表出した。 
(4)教材・教具Ｆ提示時の表出行動 
表に，S7で行動が表出したブロックを「〇」で
示した。S8で行動が表出したブロックを左下がり
斜線，S9で行動が表出したブロックを右下がり斜
線，S8 と S9 に共通して行動が表出したブロック
を交差する斜線で示した(表４)。 
表４ 教材・教具Ｆ提示時の表出行動 
(秒)
a
b
c
d
e
f
g
※ 1
※ 2
※ 3
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇
行動項目は表1のアルファベットに準じて表記
S7で行動が表出したブロックは「〇」を記入
　 はS8とS9で表出，　 はS8で表出，　 はS9で表出
〇
 
教材・教具Ｆ提示時の表出行動の結果を，教材・
教具Ｄ及び教材・教具Ｅ提示時に共通した表出行
動の結果と比較して以下に述べる。 
S1から S6までと同様に，S7，S8，S9，全てで，
０秒－１秒のブロックから「ａ．顔を向ける」，「ｂ．
視線を向ける」が表出し，その後，ほとんどのブ
ロックで表出した。 
S8で５秒－６秒のブロックから，S9で２秒－３
秒のブロックから，それぞれ「ｅ．身を乗り出す」，
「ｆ．指を差す」が表出した。S1 から S6 までと
同様に，３回のＳ中，S5 と S6 の２回において，
「ｅ．身を乗り出す」，「ｆ．指を差す」が複数ブ
ロックで繰り返し表出した。 
なお，S1と S4と同様に，S7でも，Ｔ児が，学
習の進め方をうかがう姿が見られた。 
 
４ 考察 
教材・教具Ｄ及び教材・教具Ｅ提示時に共通し
た表出行動から，Ｔ児の興味・関心のある場合に
表出する行動は，「ａ．顔を向ける」，「ｂ．視線を
向ける」，「ｅ．身を乗り出す」，「ｆ．指を差す」
の４つであると考えた。表出開始や表出頻度につ
いては，「ａ．顔を向ける」，「ｂ．視線を向ける」
は教材・教具提示後すぐのブロックに表出し，ほ
とんどのブロックに表出する傾向が見られた。「ｅ．
身を乗り出す」，「ｆ．指を差す」は教材・教具提
示後２秒以上経過したブロックに表出し，繰り返
し表出する傾向が見られた。これらのＴ児の興味・
関心のある場合に表出する行動を，教材・教具Ｆ
提示時の表出行動と行動を比較すると，「ａ．顔を
向ける」，「ｂ．視線を向ける」，「ｅ．身を乗り出
す」，「ｆ．指を差す」の４つとも表出しており，
表出開始や表出頻度も類似した傾向が見られた。
このことから，Ｔ児が教材・教具Ｆに対して興味・
関心があることが示唆された。 
先行研究を参考に作成したカテゴリー表を活用
し，課題提示後 10 秒間において１秒間隔のイン
ターバル分析を試みた。２つの興味・関心のある
教材・教具提示時に共通して表出した行動をＴ児
の興味・関心のある場合に表出する行動と捉えて，
その行動と興味・関心の有無が不明な教材・教具
提示時に表出する行動を比較することで，Ｔ児が
教材・教具に対し興味・関心があることが検証で
きるという成果が得られた。以上のことから今回
の分析方法が，興味・関心を捉える方法として適
切であることが示唆された。 
今回の実践で，「顔を向ける」，「視線を向ける」
が教材・教具提示後すぐのブロックに表出したの
に対し，「ｅ．身を乗り出す」，「ｆ．指を差す」は
教材・教具提示後２秒以上経過したブロックに表
出した。これについては，村地・中西ら(1965)は
定型発達児者のネオンランプ点灯から電鍵を押す
までの反応時間を計測し，Ｔ児の該当年齢では
295msecであったと示している。さらに，葉石・八
島ら(2012)は知的障害者の反応時間の特徴として
知的機能との相関の負の関係を持つこと」，「定型
発達の対象群と比較して変動が大きいこと」の２
点を述べている。今回の結果はこれらの考えを支
持するものである。他の対象児に今回の分析方法
を用いる場合，「知的機能との相関の負の関係」を
考慮し，行動観察の時間を検討していく必要があ
ると考える。また，各教材・教具の１回目の提示
にあたる S1，S4，S7，では，対象児が学習の進め
方をうかがう姿が見られた。こうした姿が，「顔を
向ける」，「視線を向ける」以外の表出行動が少な
かった結果につながっていたのではないかと推測
される。今回の分析方法を用いる際は，教材・教
具の２回以上の提示による行動の分析が必要であ
ると考える。 
 
５ 今後の課題と方向性 
今後，複数事例での実践を行うことで，カテゴ
リー表の行動項目の妥当性と今回の分析方法の再
現性を検証していきたい。その際，個々の反応時
間を把握し，適切な課題提示の在り方を検討して
いく必要がある。また，今回の実践では３回のＳ
を通して，教材・教具提示時の表出行動を捉えた。
今後，Ｓの回数を増やした場合に捉えられる教材・
教具提示時の表出行動と比較し，３回のＳでも十
分に教材・教具提示時の表出行動を捉えられるこ
とを検証する必要がある。 
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